
(57)【要約】

【目的】ライニング材に作用する引張力を補強材又はス

ペーサに負担させることによってライニング材の厚さを

最小限に抑え、施工性の改善とコストダウンを図ること

ができるとともに、ライニング材と管路又はマンホール

との一体化を図ることができる流体輸送施設の修復工法

を提供すること。

【構成】プラスチックフィルムの内外面に不織布を結着

するとともに、外面に補強材又はスペーサを取り付けて

構成される結合ライナー１を用いて施工される管路（流

体輸送施設）１０の修復工法において、前記結合ライナ

ー１を既設管１０内に挿入した後、該結合ライナー１内

に未硬化の管ライニング材１１を挿入し、該管ライニン

グ材１１の内部に流体圧を作用させた状態で管ライニン

グ材１１を硬化させ、前記結合ライナー１と既設管１０

との間にグラウト材１３を充填する。

【選択図】　　　図７
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
プ ラ ス チ ッ ク フ ィ ル ム の 内 外 面 に 不 織 布 を 結 着 す る と と も に 、 外 面 に 補 強 材 又 は ス ペ ー サ
を 取 り 付 け て 構 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 結 合 ラ イ ナ ー 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 補 強 材 及 び ス ペ ー サ は 、 エ キ ス パ ン ド メ タ ル 又 は ラ ス で 構 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 １ 記 載 の 結 合 ラ イ ナ ー 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 補 強 材 又 は ス ペ ー サ は 、 不 織 布 を 熱 溶 着 又 は 接 着 す る こ と に よ っ て 取 り 付 け ら れ る こ
と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は ２ 記 載 の 結 合 ラ イ ナ ー 。
【 請 求 項 ４ 】
プ ラ ス チ ッ ク フ ィ ル ム の 内 外 面 に 不 織 布 を 結 着 す る と と も に 、 外 面 に 補 強 材 又 は ス ペ ー サ
を 取 り 付 け て 構 成 さ れ る 結 合 ラ イ ナ ー を 用 い て 施 工 さ れ る 流 体 輸 送 施 設 の 修 復 工 法 に お い
て 、
前 記 結 合 ラ イ ナ ー を 既 設 管 内 又 は マ ン ホ ー ル 内 に 挿 入 し た 後 、 該 結 合 ラ イ ナ ー 内 に 未 硬 化
の 管 ラ イ ニ ン グ 材 又 は マ ン ホ ー ル ラ イ ニ ン グ 材 を 挿 入 し 、 該 管 ラ イ ニ ン グ 材 又 は マ ン ホ ー
ル ラ イ ニ ン グ 材 の 内 部 に 流 体 圧 を 作 用 さ せ た 状 態 で 管 ラ イ ニ ン グ 材 又 は マ ン ホ ー ル ラ イ ニ
ン グ 材 を 硬 化 さ せ 、 前 記 結 合 ラ イ ナ ー と 既 設 管 又 は 既 設 マ ン ホ ー ル と の 間 に グ ラ ウ ト 材 を
充 填 す る こ と を 特 徴 と す る 流 体 輸 送 施 設 の 修 復 工 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 結 合 ラ イ ナ ー 及 び こ れ を 用 い た 管 路 や マ ン ホ ー ル 等 の 流 体 輸 送 施 設 の 修 復 工 法
に 関 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
下 水 管 、 水 道 管 、 ガ ス 管 等 の 管 路 又 は マ ン ホ ー ル 等 の 流 体 輸 送 施 設 が 老 朽 化 し た 場 合 、 既
設 管 路 又 は 既 設 マ ン ホ ー ル の 内 部 に 、 既 設 管 路 又 は 既 設 マ ン ホ ー ル の 内 径 よ り も 小 さ な 外
径 を 有 す る 管 ラ イ ニ ン グ 材 又 は マ ン ホ ー ル ラ イ ニ ン グ 材 を 挿 入 し た 後 、 既 設 管 路 と 管 ラ イ
ニ ン グ 材 又 は 既 設 マ ン ホ ー ル と マ ン ホ ー ル ラ イ ニ ン グ 材 と の 間 に グ ラ ウ ト 材 を 充 填 す る こ
と に よ っ て 管 路 又 は マ ン ホ ー ル を 修 復 す る 工 法 が 提 案 さ れ 、 既 に 実 用 に 供 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
例 え ば 、 老 朽 化 し た 管 路 を 修 復 す る 場 合 、 未 硬 化 の 熱 硬 化 性 樹 脂 を 含 浸 し て 成 る 管 ラ イ ニ
ン グ 材 を 流 体 圧 に よ っ て 管 路 内 に 反 転 挿 入 し た 後 、 こ の 管 ラ イ ニ ン グ 材 を 流 体 圧 に よ っ て
膨 張 さ せ て 管 路 の 内 周 面 に 押 圧 し た ま ま 、 該 管 ラ イ ニ ン グ 材 を 温 水 等 に よ っ て 加 熱 し 、 管
ラ イ ニ ン グ 材 に 含 浸 さ れ た 熱 硬 化 性 樹 脂 を 硬 化 さ せ る こ と に よ っ て 管 路 内 に 剛 性 管 を 形 成
し 、 こ の 剛 性 管 と 管 路 と の 間 の 隙 間 に セ メ ン ト ミ ル ク や レ ジ ン モ ル タ ル 等 の グ ラ ウ ト 材 を
充 填 す る こ と が 行 わ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
上 記 修 復 工 法 に よ れ ば 、 硬 化 し た 剛 性 管 と し て の 管 ラ イ ニ ン グ 材 と 管 路 と が グ ラ ウ ト 材 に
よ っ て 強 固 に 結 合 さ れ る た め 、 管 路 に 作 用 す る 外 圧 と し て の 土 圧 や 活 荷 重 等 の 負 荷 は 管 ラ
イ ニ ン グ 材 に 引 張 力 を 誘 起 す る 。 こ の た め 、 管 ラ イ ニ ン グ 材 に は 大 き な 引 張 強 度 が 要 求 さ
れ る 。 尚 、 管 路 に 作 用 す る 内 圧 に よ っ て も 管 ラ イ ニ ン グ 材 に 引 張 力 が 作 用 す る た め 、 こ の
場 合 も 同 様 に 管 ラ イ ニ ン グ 材 に は 高 い 引 張 強 度 が 要 求 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
そ こ で 、 特 に 管 路 に 作 用 す る 負 荷 が 大 き く な っ た り 、 管 路 径 が 大 き い 場 合 に は 、 管 ラ イ ニ
ン グ 材 の 厚 さ を 厚 く す る 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し な が ら 、 管 ラ イ ニ ン グ 材 の 厚 さ を 厚 く す る と 、 該 管 ラ イ ニ ン グ 材 の 取 り 扱 い が 困 難
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と な っ て 施 工 性 の 悪 化 や コ ス ト ア ッ プ を 招 く と い う 問 題 が 発 生 し て い た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
又 、 管 ラ イ ニ ン グ 材 と グ ラ ウ ト 材 と の 結 合 性 が 悪 く 、 管 ラ イ ニ ン グ 材 と 管 路 と の 一 体 化 が
良 好 に な さ れ な い と い う 問 題 も あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
本 発 明 は 上 記 問 題 に 鑑 み て な さ れ た も の で 、 そ の 目 的 と す る 処 は 、 ラ イ ニ ン グ 材 に 作 用 す
る 引 張 力 を 補 強 材 又 は ス ペ ー サ に 負 担 さ せ る こ と に よ っ て ラ イ ニ ン グ 材 の 厚 さ を 最 小 限 に
抑 え 、 施 工 性 の 改 善 と コ ス ト ダ ウ ン を 図 る こ と が で き る と と も に 、 ラ イ ニ ン グ 材 と 管 路 又
は マ ン ホ ー ル と の 一 体 化 を 図 る こ と が で き る 結 合 ラ イ ナ ー 及 び こ れ を 用 い た 流 体 輸 送 施 設
の 修 復 工 法 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
上 記 目 的 を 達 成 す る た め 、 請 求 項 １ 記 載 の 発 明 は 、 プ ラ ス チ ッ ク フ ィ ル ム の 内 外 面 に 不 織
布 を 結 着 す る と と も に 、 外 面 に 補 強 材 又 は ス ペ ー サ を 取 り 付 け て 結 合 ラ イ ナ ー を 構 成 し た
こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
請 求 項 ２ 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ 記 載 の 発 明 に お い て 、 前 記 補 強 材 及 び ス ペ ー サ を エ キ ス
パ ン ド メ タ ル 又 は ラ ス で 構 成 し た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
請 求 項 ３ 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ 又 は ２ 記 載 の 発 明 に お い て 、 前 記 補 強 材 又 は ス ペ ー サ を
、 不 織 布 を 熱 溶 着 又 は 接 着 す る こ と に よ っ て 取 り 付 け る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
請 求 項 ４ 記 載 の 発 明 は 、 プ ラ ス チ ッ ク フ ィ ル ム の 内 外 面 に 不 織 布 を 結 着 す る と と も に 、 外
面 に 補 強 材 又 は ス ペ ー サ を 取 り 付 け て 構 成 さ れ る 結 合 ラ イ ナ ー を 用 い て 施 工 さ れ る 流 体 輸
送 施 設 の 修 復 工 法 に お い て 、 前 記 結 合 ラ イ ナ ー を 既 設 管 内 又 は マ ン ホ ー ル 内 に 挿 入 し た 後
、 該 結 合 ラ イ ナ ー 内 に 未 硬 化 の 管 ラ イ ニ ン グ 材 又 は マ ン ホ ー ル ラ イ ニ ン グ 材 を 挿 入 し 、 該
管 ラ イ ニ ン グ 材 又 は マ ン ホ ー ル ラ イ ニ ン グ 材 の 内 部 に 流 体 圧 を 作 用 さ せ た 状 態 で 管 ラ イ ニ
ン グ 材 又 は マ ン ホ ー ル ラ イ ニ ン グ 材 を 硬 化 さ せ 、 前 記 結 合 ラ イ ナ ー と 既 設 管 又 は 既 設 マ ン
ホ ー ル と の 間 に グ ラ ウ ト 材 を 充 填 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
従 っ て 、 本 発 明 に よ れ ば 、 管 路 と 管 ラ イ ニ ン グ 材 又 は マ ン ホ ー ル と マ ン ホ ー ル ラ イ ニ ン グ
材 と の 間 に 、 結 合 ラ イ ナ ー に 取 り 付 け ら れ た 補 強 材 又 は ス ペ ー サ が 設 け ら れ る た め 、 管 ラ
イ ニ ン グ 材 及 び マ ン ホ ー ル ラ イ ニ ン グ 材 に 作 用 す る 引 張 力 は 補 強 材 又 は ス ペ ー サ に よ っ て
分 担 さ れ 、 こ の 結 果 、 管 ラ イ ニ ン グ 材 及 び マ ン ホ ー ル ラ イ ニ ン グ 材 に 作 用 す る 引 張 力 が 小
さ く 抑 え ら れ 、 こ れ ら の ラ イ ニ ン グ 材 の 必 要 厚 さ が 最 小 限 に 抑 え ら れ 、 管 路 や マ ン ホ ー ル
の 修 復 作 業 に 際 し て ラ イ ニ ン グ 材 の 取 り 扱 い が 容 易 と な っ て 施 工 性 が 改 善 さ れ る と と も に
、 ラ イ ニ ン グ 材 の コ ス ト ダ ウ ン が 図 ら れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
又 、 結 合 ラ イ ナ ー に よ っ て ラ イ ニ ン グ 材 と グ ラ ウ ト 材 が 強 固 に 結 合 さ れ る た め 、 管 路 と 管
ラ イ ニ ン グ 材 又 は マ ン ホ ー ル と マ ン ホ ー ル ラ イ ニ ン グ 材 と が 確 実 に 一 体 化 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 に 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 添 付 図 面 に 基 づ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
＜ 実 施 の 形 態 １ ＞
図 １ は 本 発 明 に 係 る 結 合 ラ イ ナ ー の 部 分 斜 視 図 、 図 ２ は 図 １ の Ａ 部 拡 大 詳 細 図 で あ り 、 図
示 の 結 合 ラ イ ナ ー １ は 、 図 ２ に 詳 細 に 示 す よ う に 、 プ ラ ス チ ッ ク フ ィ ル ム ２ の 内 外 面 に 不
織 布 ３ ， ４ を 結 着 す る と と も に 、 外 面 に 補 強 材 ５ を 取 り 付 け て 構 成 さ れ て い る 。 尚 、 本 実
施 の 形 態 で は 、 補 強 材 ５ は ラ ス で 構 成 さ れ て お り 、 各 補 強 材 ５ は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 複
数 の 不 織 布 ６ を 熱 溶 着 又 は 接 着 す る こ と に よ っ て 取 り 付 け ら れ て い る 。
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【 ０ ０ １ ７ 】
こ こ で 、 結 合 ラ イ ナ ー １ を 構 成 す る プ ラ ス チ ッ ク フ ィ ル ム ２ の 材 質 と し て は ポ リ エ チ レ ン
、 塩 化 ビ ニ ー ル 、 ポ リ ウ レ タ ン 等 が 用 い ら れ 、 プ ラ ス チ ッ ク フ ィ ル ム ２ の 内 外 面 に 結 着 さ
れ る 不 織 布 ３ ， ４ の 材 質 に は ポ リ プ ロ ピ レ ン 、 ポ リ エ ス テ ル 、 ア ク リ ル 、 ビ ニ ロ ン 、 グ ラ
ス フ ァ イ バ ー 等 が 用 い ら れ る 。 又 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 前 述 の よ う に 前 記 補 強 材 ５ と し て
撓 曲 自 在 な ラ ス が 用 い ら れ て い る が 、 他 に グ ラ ス フ ァ イ バ ー 、 カ ー ボ ン フ ァ イ バ ー 等 を 用
い る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
図 ３ は 本 発 明 の 他 の 形 態 に 係 る 結 合 ラ イ ナ ー １ ’ の 部 分 斜 視 図 で あ り 、 図 示 の 結 合 ラ イ ナ
ー １ ’ は 、 プ ラ ス チ ッ ク フ ィ ル ム ２ ’ の 内 外 面 に 不 織 布 ３ ’ ， ４ ’ を 結 着 す る と と も に 、
外 面 に 複 数 の ス ペ ー サ ５ ’ を 取 り 付 け て 構 成 さ れ て い る 。 こ こ で 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 ス
ペ ー サ ５ ’ と し て エ キ ス パ ン ド メ タ ル を 使 用 し て い る が 、 他 に パ ン チ ン グ メ タ ル 等 を 使 用
す る こ と が で き る 。 尚 、 図 ３ に 示 す 結 合 ラ イ ナ ー １ ’ に お い て は 、 各 ス ペ ー サ ５ ’ は 、 熱
溶 着 又 は 接 着 さ れ た 不 織 布 ６ ’ に よ っ て そ の 長 さ 方 向 両 端 が 固 着 さ れ る こ と に よ っ て 取 り
付 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
次 に 、 図 １ に 示 す 結 合 ラ イ ナ ー １ を 用 い て 施 工 さ れ る 本 発 明 に 係 る 管 路 の 修 復 工 法 に つ い
て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
図 ４ ～ 図 ９ は 本 発 明 工 法 を そ の 工 程 順 に 示 す 断 面 図 で あ り 、 図 ４ は 結 合 ラ イ ナ ー の 管 路 内
へ の 挿 入 工 程 を 示 す 管 路 の 縦 断 面 図 、 図 ５ は 管 ラ イ ニ ン グ 材 の 結 合 ラ イ ナ ー 内 へ の 反 転 挿
入 工 程 を 示 す 管 路 の 縦 断 面 図 、 図 ６ は 管 ラ イ ニ ン グ 材 の 硬 化 工 程 を 示 す 管 路 の 縦 断 面 図 、
図 ７ は グ ラ ウ ト 材 の 充 填 工 程 を 示 す 管 路 の 断 面 図 、 図 ８ は 修 復 後 の 管 路 の 縦 断 面 図 、 図 ９
は 図 ８ の Ｂ 部 拡 大 詳 細 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
図 に お い て 、 １ ０ は 地 中 に 埋 設 さ れ た 下 水 管 等 の 管 路 で あ っ て 、 こ の 管 路 １ ０ の 修 復 に 際
し て は 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 結 合 ラ イ ナ ー １ が 牽 引 に よ っ て 管 路 １ ０ 内 に 挿 入 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
上 述 の よ う に 、 結 合 ラ イ ナ ー １ が 管 路 １ ０ 内 に 挿 入 さ れ る と 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 管 ラ イ
ニ ン グ 材 １ １ が 管 路 １ ０ 内 に 挿 入 さ れ た 前 記 結 合 ラ イ ナ ー １ の 内 部 に エ ア ー 圧 等 の 流 体 圧
に よ っ て 反 転 挿 入 さ れ る 。 こ こ で 、 管 ラ イ ニ ン グ 材 １ １ は 、 未 硬 化 の 熱 硬 化 性 樹 脂 を 含 浸
し た ポ リ エ ス テ ル 、 ビ ニ ロ ン 、 ア ル リ ル 等 の 管 状 不 織 布 の 外 表 面 を ポ リ ウ レ タ ン 、 ポ リ エ
チ レ ン 等 の 気 密 性 の 高 い プ ラ ス チ ッ ク フ ィ ル ム で 被 覆 し て 構 成 さ れ て お り 、 管 状 不 織 布 に
含 浸 さ れ る 未 硬 化 の 熱 硬 化 性 樹 脂 と し て は 不 飽 和 ポ リ エ ス テ ル 樹 脂 、 ビ ニ ー ル エ ス テ ル 樹
脂 、 エ ポ キ シ 樹 脂 等 が 用 い ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
而 し て 、 管 ラ イ ニ ン グ 材 １ １ が 管 路 １ ０ 内 に 設 置 さ れ た 結 合 ラ イ ナ ー １ の 内 部 に 反 転 挿 入
さ れ る と 、 管 ラ イ ニ ン グ 材 １ １ の 内 部 に 流 体 圧 を 作 用 さ せ て 該 管 ラ イ ニ ン グ 材 １ １ を 膨 張
さ せ 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 管 ラ イ ニ ン グ 材 １ １ を 結 合 ラ イ ナ ー １ の 内 周 面 に 押 圧 し た 状 態
で 、 管 ラ イ ニ ン グ 材 １ １ の 内 部 に 引 き 込 ま れ た 温 水 ホ ー ス １ ２ か ら 温 水 を シ ャ ワ ー 状 に 噴
出 さ せ る 。 す る と 、 管 ラ イ ニ ン グ 材 １ １ が 温 水 に よ っ て 加 熱 さ れ 、 こ れ に 含 浸 さ れ た 熱 硬
化 性 樹 脂 が 熱 に よ っ て 硬 化 し 、 結 合 ラ イ ナ ー １ の 内 部 に 剛 性 管 と し て の プ ラ ス チ ッ ク パ イ
プ が 形 成 さ れ る 。 こ の 場 合 、 管 ラ イ ニ ン グ 材 １ １ か ら 流 出 し て 結 合 ラ イ ナ ー １ の 内 面 側 の
不 織 布 ３ に 含 浸 さ れ た 熱 硬 化 性 樹 脂 が 硬 化 す る た め 、 管 ラ イ ニ ン グ 材 １ １ と 結 合 ラ イ ナ ー
１ が 強 固 に 結 合 さ れ て 両 者 が 一 体 化 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
尚 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 管 ラ イ ニ ン グ 材 １ １ の 管 路 １ ０ 内 へ の 反 転 挿 入 と 熱 に よ る 硬 化 に
よ っ て 管 路 １ ０ 内 に 剛 性 管 と し て の プ ラ ス チ ッ ク パ イ プ を 形 成 し た が 、 プ ラ ス チ ッ ク 製 の
ブ ロ ッ ク 体 を 管 路 １ ０ 内 で 組 み 立 て る 方 式 に よ っ て 管 路 １ ０ 内 に プ ラ ス チ ッ ク パ イ プ を 形
成 す る よ う に し て も 良 い 。
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【 ０ ０ ２ ５ 】
前 述 の よ う に 、 結 合 ラ イ ナ ー １ の 内 部 に 剛 性 管 と し て の プ ラ ス チ ッ ク パ イ プ が 形 成 さ れ る
と 、 図 ７ に 示 す よ う に 、 管 路 １ ０ と 結 合 ラ イ ナ ー １ と の 間 に 形 成 さ れ た 隙 間 に グ ラ ウ ト 材
１ ３ を 充 填 す る 。 尚 、 グ ラ ウ ト 材 １ ３ と し て は 、 無 収 縮 タ イ プ の も の が 好 適 で あ っ て 、 セ
メ ン ト 系 で は ア ル ミ ニ ウ ム 粉 末 等 を 添 加 し た セ メ ン ト グ ラ ウ ト 材 が 主 に 用 い ら れ 、 混 和 材
と し て は ブ リ ー ジ ン グ の 発 生 を 抑 え る ノ ン ブ リ ー ジ ン グ 混 和 材 が 使 用 さ れ る 。 又 、 樹 脂 系
の グ ラ ウ ト 材 と し て は 、 エ ポ キ シ 樹 脂 、 ポ リ ウ レ タ ン 樹 脂 、 シ リ コ ー ン 樹 脂 又 は 不 飽 和 ポ
リ エ ス テ ル 樹 脂 の 各 単 体 或 は こ れ に 砂 や 炭 酸 カ ル シ ウ ム 、 水 酸 化 ア ル ミ ニ ウ ム 等 を 添 加 し
た レ ジ ン モ ル タ ル 等 が 用 い ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
こ こ で 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 グ ラ ウ ト 材 １ ３ の 充 填 に 際 し て は 、 管 ラ イ ニ ン グ 材 １ １ と 結
合 ラ イ ナ ー １ に グ ラ ウ ト ホ ー ル １ ４ を 形 成 し て こ れ に グ ラ ウ ト ホ ー ス １ ５ を 接 続 し 、 こ の
グ ラ ウ ト ホ ー ス １ ５ か ら 管 路 １ ０ と 結 合 ラ イ ナ ー １ の 間 の 隙 間 に グ ラ ウ ト 材 １ ３ を 注 入 す
る 方 式 が 採 用 さ れ て い る が 、 管 口 か ら 隙 間 に グ ラ ウ ト 材 １ ３ を 直 接 注 入 す る 方 式 を 採 用 し
て も 良 い 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
尚 、 グ ラ ウ ト 材 １ ３ の 充 填 を 一 度 に 行 う と 管 ラ イ ニ ン グ 材 １ １ に 浮 力 や 外 圧 等 の 負 荷 を 発
生 さ せ る た め 、 ２ ～ ５ 回 に 分 け て グ ラ ウ ト 材 １ ３ を 充 填 す る こ と が 望 ま し い 。 こ の 場 合 、
初 回 に 充 填 さ れ た グ ラ ウ ト 材 １ ３ が 完 全 に 固 化 し た 後 に ２ 回 目 以 降 の 充 填 を 実 施 す る こ と
が 施 工 的 に 好 ま し く 、 又 、 浮 力 に よ る 管 ラ イ ニ ン グ 材 １ １ の 浮 き 上 が り を 防 ぐ た め に 管 ラ
イ ニ ン グ 材 １ １ の 内 部 に 水 を 溜 め た 状 態 で グ ラ ウ ト 材 １ ３ の 充 填 を 行 う よ う に し て も 良 い
。 更 に 、 グ ラ ウ ト 材 １ ３ の 充 填 は 、 該 グ ラ ウ ト 材 １ ３ の 温 度 を 調 整 し な が ら 行 う と 効 果 的
で あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
而 し て 、 管 路 １ ０ と 結 合 ラ イ ナ ー １ の 間 の 隙 間 に 充 填 さ れ た グ ラ ウ ト 材 １ ３ が 固 化 す る と
、 図 ８ 及 び 図 ９ に 示 す よ う に 、 該 グ ラ ウ ト 材 １ ３ に よ っ て 管 路 １ ０ と 結 合 ラ イ ナ ー １ が 強
固 に 結 合 さ れ 、 又 、 前 述 の よ う に 結 合 ラ イ ナ ー １ と 管 ラ イ ニ ン グ 材 １ １ と が 強 固 に 結 合 一
体 化 さ れ て い る た め 、 結 合 ラ イ ナ ー １ と グ ラ ウ ト 材 １ ３ を 介 し て 管 ラ イ ニ ン グ 材 １ １ と 管
路 １ ０ と が 結 合 一 体 化 さ れ 、 こ こ に 管 路 １ ０ に 対 す る 一 連 の 修 復 作 業 が 終 了 す る が 、 管 路
１ ０ に 作 用 す る 外 圧 と し て の 土 圧 や 活 荷 重 等 の 負 荷 は 管 ラ イ ニ ン グ 材 １ １ に 引 張 力 を 誘 起
す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
然 る に 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 管 路 １ ０ と 管 ラ イ ニ ン グ 材 １ １ と の 間 に 、 結 合 ラ イ ナ ー １ に
取 り 付 け ら れ た 補 強 材 ５ が 設 け ら れ る た め 、 管 ラ イ ニ ン グ 材 １ １ に 作 用 す る 引 張 力 は 補 強
材 ５ に よ っ て 分 担 さ れ 、 こ の 結 果 、 管 ラ イ ニ ン グ 材 １ １ に 作 用 す る 引 張 力 が 小 さ く 抑 え ら
れ 、 管 ラ イ ニ ン グ 材 １ １ の 必 要 厚 さ が 最 小 限 に 抑 え ら れ 、 管 路 １ ０ の 修 復 作 業 に 際 し て 管
ラ イ ニ ン グ 材 １ １ の 取 り 扱 い が 容 易 と な っ て 施 工 性 が 改 善 さ れ る と と も に 、 管 ラ イ ニ ン グ
材 １ １ の コ ス ト ダ ウ ン が 図 ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
又 、 結 合 ラ イ ナ ー １ に よ っ て 管 ラ イ ニ ン グ 材 １ １ と グ ラ ウ ト 材 １ ３ が 強 固 に 結 合 さ れ る た
め 、 管 路 １ ０ と 管 ラ イ ニ ン グ 材 １ １ と が 確 実 に 一 体 化 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
尚 、 以 上 は 図 １ に 示 す 結 合 ラ イ ナ ー １ を 用 い て 施 工 さ れ る 管 路 修 復 工 法 に つ い て 説 明 し た
が 、 図 ３ に 示 す よ う な 外 面 に 複 数 の ス ペ ー サ ５ ’ を 取 り 付 け て 成 る 結 合 ラ イ ナ ー １ ’ を 用
い て も 前 記 と 同 様 の 効 果 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
＜ 実 施 の 形 態 ２ ＞
次 に 、 本 発 明 を マ ン ホ ー ル に 対 し て 適 用 し た 形 態 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
図 １ ０ ～ 図 １ ６ は 本 発 明 工 法 を そ の 工 程 順 に 示 す 断 面 図 で あ り 、 図 １ ０ は 結 合 ラ イ ナ ー が
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配 備 さ れ た マ ン ホ ー ル の 縦 断 面 図 、 図 １ １ は マ ン ホ ー ル ラ イ ニ ン グ 材 の 結 合 ラ イ ナ ー 内 へ
の 反 転 挿 入 工 程 を 示 す マ ン ホ ー ル の 縦 断 面 図 、 図 １ ２ は マ ン ホ ー ル ラ イ ニ ン グ 材 の 硬 化 工
程 を 示 す マ ン ホ ー ル の 縦 断 面 図 、 図 １ ３ は グ ラ ウ ト 材 の 充 填 工 程 を 示 す マ ン ホ ー ル の 断 面
図 、 図 １ ４ は 修 復 後 の マ ン ホ ー ル の 縦 断 面 図 、 図 １ ５ は 図 １ ４ の Ｃ － Ｃ 線 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
図 に お い て 、 ２ ０ は 地 中 に 埋 設 さ れ た マ ン ホ ー ル で あ っ て 、 こ の マ ン ホ ー ル ２ ０ の 修 復 に
際 し て は 、 図 １ ０ に 示 す よ う に 、 例 え ば 図 １ に 示 す 結 合 ラ イ ナ ー １ が マ ン ホ ー ル ２ ０ 内 に
上 方 か ら 挿 入 さ れ て 配 備 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
上 述 の よ う に 、 結 合 ラ イ ナ ー １ が マ ン ホ ー ル ２ ０ の 内 部 に 設 置 さ れ る と 、 図 １ １ に 示 す よ
う に 、 マ ン ホ ー ル ラ イ ニ ン グ 材 ２ １ が マ ン ホ ー ル ２ ０ 内 に 設 置 さ れ た 前 記 結 合 ラ イ ナ ー １
の 内 部 に 流 体 圧 に よ っ て 上 方 か ら 反 転 挿 入 さ れ る 。 こ こ で 、 マ ン ホ ー ル ラ イ ニ ン グ 材 ２ １
は 、 前 記 実 施 の 形 態 １ に お け る 管 ラ イ ニ ン グ 材 １ １ と 同 様 に 構 成 さ れ 、 未 硬 化 の 熱 硬 化 性
樹 脂 を 含 浸 し た 管 状 不 織 布 で 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
而 し て 、 マ ン ホ ー ル ラ イ ニ ン グ 材 ２ １ が マ ン ホ ー ル ２ ０ 内 に 配 備 さ れ た 結 合 ラ イ ナ ー １ の
内 部 に 反 転 挿 入 さ れ る と 、 マ ン ホ ー ル ラ イ ニ ン グ 材 ２ １ の 内 部 に 流 体 圧 を 作 用 さ せ て 該 マ
ン ホ ー ル ラ イ ニ ン グ 材 ２ １ を 膨 張 さ せ 、 図 １ ２ に 示 す よ う に 、 マ ン ホ ー ル ラ イ ニ ン グ 材 ２
１ を 結 合 ラ イ ナ ー １ の 内 周 面 に 押 圧 し た 状 態 で 、 マ ン ホ ー ル ラ イ ニ ン グ 材 ２ １ の 内 部 に 引
き 込 ま れ た 温 水 ホ ー ス ２ ２ か ら 温 水 を シ ャ ワ リ ン グ す る 。 す る と 、 マ ン ホ ー ル ラ イ ニ ン グ
材 ２ １ が 温 水 に よ っ て 加 熱 さ れ 、 こ れ に 含 浸 さ れ た 熱 硬 化 性 樹 脂 が 熱 に よ っ て 硬 化 し 、 結
合 ラ イ ナ ー １ の 内 部 に 剛 性 管 と し て の プ ラ ス チ ッ ク パ イ プ が 形 成 さ れ る 。 こ こ で 、 マ ン ホ
ー ル ラ イ ニ ン グ 材 ２ １ の 加 熱 さ れ て マ ン ホ ー ル ラ イ ニ ン グ 材 ２ １ 内 の 底 部 に 溜 っ た 温 水 は
、 マ ン ホ ー ル ラ イ ニ ン グ 材 ２ １ 内 の 圧 力 に よ っ て 排 水 ホ ー ス ２ ６ へ と 押 し 出 さ れ て マ ン ホ
ー ル ラ イ ニ ン グ 材 ２ １ の 外 部 へ と 排 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
尚 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 マ ン ホ ー ル ラ イ ニ ン グ 材 ２ １ の マ ン ホ ー ル ２ ０ 内 へ の 反 転 挿 入 と
熱 に よ る 硬 化 に よ っ て マ ン ホ ー ル ２ ０ 内 に 剛 性 管 と し て の プ ラ ス チ ッ ク パ イ プ を 形 成 し た
が 、 プ ラ ス チ ッ ク 製 の ブ ロ ッ ク 体 を マ ン ホ ー ル ２ ０ 内 で 組 み 立 て る 方 式 に よ っ て マ ン ホ ー
ル ２ ０ 内 に プ ラ ス チ ッ ク パ イ プ を 形 成 す る よ う に し て も 良 い 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
前 述 の よ う に 、 結 合 ラ イ ナ ー １ の 内 部 に 剛 性 管 と し て の プ ラ ス チ ッ ク パ イ プ が 形 成 さ れ る
と 、 図 １ ３ に 示 す よ う に 、 マ ン ホ ー ル ２ ０ と 結 合 ラ イ ナ ー １ と の 間 に 形 成 さ れ た 隙 間 に グ
ラ ウ ト 材 ２ ３ を 充 填 す る 。 即 ち 、 グ ラ ウ ト 材 ２ ３ の 充 填 に 際 し て は 、 マ ン ホ ー ル ラ イ ニ ン
グ 材 ２ １ と 結 合 ラ イ ナ ー １ に グ ラ ウ ト ホ ー ル ２ ４ を 形 成 し て こ れ に グ ラ ウ ト ホ ー ス ２ ５ を
接 続 し 、 こ の グ ラ ウ ト ホ ー ス ２ ５ か ら マ ン ホ ー ル ２ ０ と 結 合 ラ イ ナ ー １ の 間 の 隙 間 に グ ラ
ウ ト 材 ２ ３ が 注 入 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
而 し て 、 マ ン ホ ー ル ２ ０ と 結 合 ラ イ ナ ー １ の 間 の 隙 間 に 充 填 さ れ た グ ラ ウ ト 材 ２ ３ が 固 化
す る と 、 図 １ ４ 及 び 図 １ ５ に 示 す よ う に 、 該 グ ラ ウ ト 材 ２ ３ に よ っ て マ ン ホ ー ル ラ イ ニ ン
グ 材 ２ １ と 結 合 ラ イ ナ ー １ が マ ン ホ ー ル ２ ０ に 強 固 に 結 合 さ れ 、 マ ン ホ ー ル ２ ０ に 対 す る
一 連 の 修 復 作 業 が 終 了 す る が 、 マ ン ホ ー ル ２ ０ に 作 用 す る 外 圧 と し て の 土 圧 や 活 荷 重 等 の
負 荷 は マ ン ホ ー ル ラ イ ニ ン グ 材 ２ １ に 引 張 力 を 誘 起 す る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
然 る に 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 マ ン ホ ー ル ２ ０ と マ ン ホ ー ル ラ イ ニ ン グ 材 ２ １ と の 間 に 、 結
合 ラ イ ナ ー １ に 取 り 付 け ら れ た 補 強 材 ５ が 設 け ら れ る た め 、 マ ン ホ ー ル ラ イ ニ ン グ 材 ２ １
に 作 用 す る 引 張 力 は 補 強 材 ５ に よ っ て 分 担 さ れ 、 こ の 結 果 、 マ ン ホ ー ル ラ イ ニ ン グ 材 ２ １
に 作 用 す る 引 張 力 が 小 さ く 抑 え ら れ 、 マ ン ホ ー ル ラ イ ニ ン グ 材 ２ １ の 必 要 厚 さ が 最 小 限 に
抑 え ら れ 、 マ ン ホ ー ル ２ ０ の 修 復 作 業 に 際 し て マ ン ホ ー ル ラ イ ニ ン グ 材 ２ １ の 取 り 扱 い が
容 易 と な っ て 施 工 性 が 改 善 さ れ る と と も に 、 マ ン ホ ー ル ラ イ ニ ン グ 材 ２ １ の コ ス ト ダ ウ ン
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が 図 ら れ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
又 、 結 合 ラ イ ナ ー １ に よ っ て マ ン ホ ー ル ラ イ ニ ン グ 材 ２ １ と グ ラ ウ ト 材 ２ ３ が 強 固 に 結 合
さ れ る た め 、 マ ン ホ ー ル ２ ０ と マ ン ホ ー ル ラ イ ニ ン グ 材 ２ １ と が 確 実 に 一 体 化 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
尚 、 以 上 は 図 １ に 示 す 結 合 ラ イ ナ ー １ を 用 い て 施 工 さ れ る マ ン ホ ー ル 修 復 工 法 に つ い て 説
明 し た が 、 図 ３ に 示 す よ う な 外 面 に 複 数 の ス ペ ー サ ５ ’ を 取 り 付 け て 成 る 結 合 ラ イ ナ ー １
’ を 用 い て も 前 記 と 同 様 の 効 果 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 の 説 明 で 明 ら か な よ う に 、 本 発 明 に よ れ ば 、 管 路 と 管 ラ イ ニ ン グ 材 又 は マ ン ホ ー ル と
マ ン ホ ー ル ラ イ ニ ン グ 材 と の 間 に 、 結 合 ラ イ ナ ー に 取 り 付 け ら れ た 補 強 材 又 は ス ペ ー サ が
設 け ら れ る た め 、 管 ラ イ ニ ン グ 材 及 び マ ン ホ ー ル ラ イ ニ ン グ 材 に 作 用 す る 引 張 力 は 補 強 材
又 は ス ペ ー サ に よ っ て 分 担 さ れ 、 こ の 結 果 、 管 ラ イ ニ ン グ 材 及 び マ ン ホ ー ル ラ イ ニ ン グ 材
に 作 用 す る 引 張 力 が 小 さ く 抑 え ら れ 、 こ れ ら の ラ イ ニ ン グ 材 の 必 要 厚 さ が 最 小 限 に 抑 え ら
れ 、 管 路 や マ ン ホ ー ル の 修 復 作 業 に 際 し て ラ イ ニ ン グ 材 の 取 り 扱 い が 容 易 と な っ て 施 工 性
が 改 善 さ れ る と と も に 、 ラ イ ニ ン グ 材 の コ ス ト ダ ウ ン が 図 ら れ る と い う 効 果 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
又 、 本 発 明 に よ れ ば 、 結 合 ラ イ ナ ー に よ っ て ラ イ ニ ン グ 材 と グ ラ ウ ト 材 が 強 固 に 結 合 さ れ
る た め 、 管 路 と 管 ラ イ ニ ン グ 材 又 は マ ン ホ ー ル と マ ン ホ ー ル ラ イ ニ ン グ 材 と が 確 実 に 一 体
化 さ れ る と い う 効 果 が 得 ら れ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る 結 合 ラ イ ナ ー の 部 分 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ の Ａ 部 拡 大 詳 細 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 他 の 形 態 に 係 る 結 合 ラ イ ナ ー の 部 分 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ に お け る 結 合 ラ イ ナ ー の 管 路 内 へ の 挿 入 工 程 を 示 す 管 路 の
縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ に お け る 管 ラ イ ニ ン グ 材 の 結 合 ラ イ ナ ー 内 へ の 反 転 挿 入 工
程 を 示 す 管 路 の 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ に お け る 管 ラ イ ニ ン グ 材 の 硬 化 工 程 を 示 す 管 路 の 縦 断 面 図
で あ る 。
【 図 ７ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ に お け る グ ラ ウ ト 材 の 充 填 工 程 を 示 す 管 路 の 断 面 図 で あ る
。
【 図 ８ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ に お け る 修 復 後 の 管 路 の 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 図 ８ の Ｂ 部 拡 大 詳 細 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ２ に お い て 結 合 ラ イ ナ ー が 配 備 さ れ た マ ン ホ ー ル の 縦 断 面
図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ２ に お け る マ ン ホ ー ル ラ イ ニ ン グ 材 の 結 合 ラ イ ナ ー 内 へ の
反 転 挿 入 工 程 を 示 す マ ン ホ ー ル の 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ２ に お け る マ ン ホ ー ル ラ イ ニ ン グ 材 の 硬 化 工 程 を 示 す マ ン
ホ ー ル の 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ２ に お け る グ ラ ウ ト 材 の 充 填 工 程 を 示 す マ ン ホ ー ル の 断 面
図 で あ る 。
【 図 １ ４ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ２ に お け る 修 復 後 の マ ン ホ ー ル の 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ５ 】 図 １ ４ の Ｃ － Ｃ 線 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ ， １ ’ 　 　 結 合 ラ イ ナ ー
２ ， ２ ’ 　 　 プ ラ ス チ ッ ク フ ィ ル ム
３ ， ３ ’ 　 　 不 織 布
４ ， ４ ’ 　 　 不 織 布
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５ 　 　 　 　 　 補 強 材
５ ’ 　 　 　 　 ス ペ ー サ
１ ０ 　 　 　 　 管 路 （ 流 体 輸 送 施 設 ）
１ １ 　 　 　 　 管 ラ イ ニ ン グ 材
１ ２ ， ２ ２ 　 温 水 ホ ー ス
１ ３ ， ２ ３ 　 グ ラ ウ ト 材
１ ５ ， ２ ５ 　 グ ラ ウ ト ホ ー ス
２ ０ 　 　 　 　 マ ン ホ ー ル （ 流 体 輸 送 施 設 ）
２ １ 　 　 　 　 マ ン ホ ー ル ラ イ ニ ン グ 材

【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】
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【 図 １ ２ 】 【 図 １ ３ 】

【 図 １ ４ 】

【 図 １ ５ 】
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